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令和 4 年 7 月 20 日 

報道機関 各位 

 

富山大学医学部医学科アカデミック・インターンシップ 

医師の職業体験 

 

日頃、富山大学の教育研究活動等へのご理解・ご支援を賜り、誠にありがとうございます。

ご承知の通り、今年も本学は、富山県教育委員会の事業である高校生が大学の講義や実習

等に参加する「アカデミック・インターンシップ」に、協力させていただくことになりました。 

 

医学科では、令和 4 年 7 月 27 日（水）10：00-15：00 に、富山大学杉谷キャンパスのシミュ

レーションルーム（看護学科研究棟 4 階）において、アカデミック・インターンシップを実施しま

す。内容は、午前の医師のキャリアパスに関する講義と、午後のシミュレーション機器を用い

た実習です。 

 

医学教育は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、大きく変わりました。

コロナ禍で対面での教育が制限され、また、実際の患者さんとの接触による学びも制限され

る事態となりました。その一方でそれらが契機となり、IT を活用した教育やシミュレーション教

育がより一層進化したと言えます。 

 

近年の医学教育の中で重視されているものの１つが、臨床現場で求められる実践的な能

力を修得することです。シミュレーション教育は、こうした能力を涵養するための最新の医学

教育手法であり、本学では文部科学省からの補助金を取得してシミュレーション教育の充実

を図っています。 

 

アカデミック・インターンシップでは、高校生に最新の医学教育に触れていただきたいと考

えています。具体的には、シミュレーション機器を用いた聴診や超音波検査、鼻腔からの検

体採取を行っていただくことにしています。医師という職業の魅力や病気を診断することの難

しさを知っていただくとともに、学習意欲や進路意識を高めるきっかけになれば幸いです。 

つきましては、当日の取材方、よろしくお願いいたします。 

 【本件に関する問い合わせ先】 

富山大学医学部 医師キャリアパス創造センター 

930-0194 富山市杉谷 2630 

TEL 076-434-7148 FAX 076-434-5143 

E-mail: mededu@med.u-toyama.ac.jp 



9:30      受付  

10:00-10:10 

 

医学部長挨拶  

10:10-11:00 講義  

 

 

講義 「医学科概要」(入学試験、医学教育、医師国家試

験、臨床研修、専門医、医学博士、海外留学、開業など、

医師のキャリアパスに関する講義）（岸裕幸（医学科長）) 

11：00-11：20 講義 

 

講義「富山県の地域医療の現状、課題と皆さんに期待す

ること」（峯村正実教授（地域医療総合支援学講座）） 

11：30-12：00 キャンパスツアー 

 

図書館、グループ学習室、情報処理室、体育館、病院（コ

ロナ感染状況によっては、病院内は事前収録したものを

視聴） 

12:00-13:30 昼食 昼食／午前中に印象に残ったことのレポート作成 

13:30-14:00 講義 

 

医学教育とシミュレーション（高村昭輝医師キャリアパス 

創造センター長） 

14:00-15:00 実習 

 

 

 

15:00     終了 

事前レクチャー・各種シミュレーション実習（胸腹部の聴

診、超音波検査、鼻腔からの検体採取 等）（担当： 宮嶋

友希（感染症学）、木戸敏喜（医学教育学）、岡澤成祐（専

門医養成支援センター）、竹村京子（地域医療総合支援学 

講座）、三原弘（助教） 

 

シミュレーション実習 

 

 

写真は、学生が、マネキン型のシミュレーション機器に対して聴診を行い、マネキンの体内か

ら発生する心音や心雑音を聴き取って、どのような病気があるか学生同士で検討している様

子を示しています。アカデミック・インターンシップでは、聴診実習以外に、超音波検査のシミ

ュレーション実習、鼻腔からの検体採取を予定しています。 


